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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】スライド式機器のスライドヒンジ器具を開示す
る。
【解決手段】係止部１１８が形成されている連結部材１
１０と案内部１２４が形成されている案内部材１２０と
が、折畳み自在に連結して弾性部材１４０によって、連
結部材と案内部材が開く方向に弾性力を受けるヒンジ具
と、案内部に結合して摺動移動可能で一端にスイング作
動部を形成しているスライド部材１６０と、案内部材に
もとの場所で回動自在に設置されて、回転角度によって
係止部に引っ掛かるか、又は係止が解除されるときの係
止突起とスライド部材の移動位置によって、スイング作
動部に入って回動して、係止突起が係止部に引っ掛かっ
た状態が解除されるようにするか、又はスイング作動部
から脱しながら逆回転して、係止突起が係止部に引っ掛
かるようにする被スイング作動部１５３とを具備する。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　係止部が形成されている連結部材と案内部が形成されている案内部材が、折畳み自在に
連結し、弾性部材によって前記連結部材と前記案内部材が開く方向に弾性力を受けるヒン
ジ具と、
前記案内部に結合されて摺動移動可能で一端にスイング作動部が形成されているスライド
部材と、
　前記案内部材にもとの場所で回動自在に設置されて、回転角度によって前記係止部に引
っ掛かるか、又は係止が解除されるときの係止突起と前記スライド部材の移動位置によっ
て前記スイング作動部に入って回動し、前記係止突起が前記係止部に引っ掛かった状態が
解除されるようにするか、又は前記スイング作動部から脱しながら逆回転して前記係止突
起が前記係止部に引っ掛かるようにする被スイング作動部を具備するスイング部材を含む
ことを特徴とするスライドヒンジ機構。
【請求項２】
　前記連結部材には第１通孔が形成されて、前記通孔の片側に前記係止部が形成されて、
前記案内部材には前記スイング部材が通過して前記連結部材方へ向かうことができる第２
通孔が形成されていて、
　前記連結部材と前記案内部材とは、ヒンジ軸によって相互回動自在に連結されて、前記
連結部材と前記案内部材は前記ヒンジ軸に設置されるヒンジスプリングによってお互いに
開く方向に弾性力を受けることを特徴とする請求項１に記載のスライドヒンジ機構。
【請求項３】
　前記スイング部材は、前記スライド部材の一端が前記案内部材に到逹することによって
前記被スイング作動部が前記スイング作動部に入って回動することによって前記係止突起
が前記係止部に引っ掛かった状態が解除されるような方法で、前記案内部材が前記連結部
材に対して開くような開いた状態の角度にあって、前記開いた状態の角度で外力によって
前記案内部材が前記連結部材に対して畳まれた後スライド部材が移動すると前記被スイン
グ作動部が前記スイング作動部から脱しながら逆回転し、前記係止突起が前記係止部に引
っ掛かる係止角度状態になるようにして、前記案内部材が前記連結部材に対して畳まれた
状態にあるようにして、前記スライド部材は、前記ヒンジスプリングが作用させる力の影
響を受けないで前記案内部に沿って擦動できるように構成されることを特徴とする請求項
２に記載のスライドヒンジ機構。
【請求項４】
　前記案内部はＴ溝の形態で形成し、前記スイング部材は前記案内部材に対して垂直であ
る回転軸を中心にもとの場所で回動自在に設置されて、前記スイング作動部は前記案内部
材に向けて突き出された前記スライド部材の側壁に形成されることを特徴とする請求項１
乃至３のうちいずれか１つに記載のスライドヒンジ機構。
【請求項５】
　前記スイング部材は前記案内部材の底と平行な方向に前記案内部の底に配置された回転
軸を中心にもとの場所で回動自在に設置されて、前記スイング作動部は前記スライド部材
の底面に形成されることを特徴とする請求項１乃至３のうちいずれか一つに記載のスライ
ドヒンジ機構。
【請求項６】
　第１胴体と前記第１胴体に水平に摺動移動可能で、一端に前記第１胴体に対して傾くよ
うに折ることができるようになされた第２胴体を具備する機器において、
　前記第１胴体に連結して係止部が形成されている連結部材と、案内部が形成されている
案内部材が折畳み自在に連結して、弾性部材によって前記連結部材と前記案内部材が開く
方向に弾性力を受けるヒンジ具と、
　前記第２胴体に連結して前記案内部に結合して摺動移動可能で一端にスイング作動部が
形成されているスライド部材と、
　前記案内部材にもとの場所で回動自在に設置されて回転角度によって前記係止部に引っ
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掛かるか、又は係止が解除されるときの係止突起と前記スライド部材の移動位置によって
前記スイング作動部に入って回動し、前記係止突起が前記係止部に引っ掛かった状態が解
除されるようにするか、又は前記スイング作動部から脱しながら逆回転して前記係止突起
が前記係止部に引っ掛かるようにする被スイング作動部を具備するスイング部材とを含む
ことを特徴とするスライド式機器。
【請求項７】
　前記連結部材と前記案内部材は、ヒンジ軸によって相互回動自在に連結されて、前記連
結部材と前記案内部材は前記ヒンジ軸に設置されるヒンジスプリングによって、互いに開
く方向に弾性力を受けることを特徴とする請求項６に記載のスライド式機器。
【請求項８】
　前記スイング部材は前記スライド部材の一端が前記案内部材に到逹することによって前
記被スイング作動部が前記スイング作動部に入って回動することによって前記係止突起が
前記係止部に引っ掛かった状態が解除されるような方法で、前記案内部材が前記連結部材
に対して開かれるような開いた状態の角度にあって、前記開いた状態の角度で外力によっ
て前記案内部材が前記連結部材に対して畳まれた後スライド部材が移動すると前記被スイ
ング作動部が前記スイング作動部から脱しながら逆回転し、前記係止突起が前記係止部に
引っ掛かる係止角度状態になるようにして、前記案内部材が前記連結部材に対して畳まれ
た状態になるような方法で、前記スライド部材が、前記ヒンジスプリングが作用させる力
の影響を受けずに前記案内部に沿って擦動できるように構成されることを特徴とする請求
項７に記載のスライド式機器。
【請求項９】
　前記スライド部材が、前記第２胴体に一体化されていることを特徴とする請求項６乃至
８のうちいずれか１つに記載のスライド式機器。
【請求項１０】
　前記案内部はＴ溝の形態で形成されて、前記スイング部材は前記案内部材に対して垂直
である回転軸を中心にもとの場所で回動自在に設置されて、前記スイング作動部は前記案
内部材に向けて突き出した前記スライド部材の側壁に形成されることを特徴とする請求項
６乃至８のうちいずれか１つに記載のスライド式機器。
【請求項１１】
　前記スイング部材は、前記案内部材と平行な方向に配置された回転軸を中心にもとの場
所で回動自在に設置されて、前記スイング作動部は前記スライド部材の底面に形成される
ことを特徴とする請求項６乃至８のうちいずれか１つに記載のスライド式機器。
【請求項１２】
　前記案内部材と前記第２胴体との間には、前記スライド部材の移動位置によって前記第
１胴体を第１方向又は第２方向に押すためのトーションスプリングが設置されることを特
徴とする請求項６乃至８のうちいずれか１つに記載のスライド式機器。
【請求項１３】
　前記ヒンジ具とスライド部材及び前記スイング部材は、一対が間隔を置いて設置される
ことを特徴とする請求項６乃至８のうちいずれか１つに記載のスライド式機器。
【請求項１４】
　係止部とヒンジ部が形成されている胴体と、
　案内部を具備して前記ヒンジ部に回動自在に設置されて、前記胴体に折畳み自在に連結
して、弾性部材によって前記胴体に対して開く方向に弾性力を受ける案内部材と、
　前記案内部に結合して摺動移動可能で一端にスイング作動部が形成されているスライド
部材と、
　前記案内部材にもとの場所で回動自在に設置されて回転角度によって前記係止部に引っ
掛かるか、又は係止が解除されるときの係止突起と前記スライド部材の移動位置によって
前記スイング作動部に入って回動して前記係止突起が前記係止部に引っ掛かった状態が解
除されるようにするか、又は前記スイング作動部から脱しながら逆回転して前記係止突起
が前記係止部に引っ掛かるようにする被スイング作動部を具備するスイング部材を含むこ
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とを特徴とするスライドヒンジ機構。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、スライドヒンジ機構及びこれを利用したスライド式機器に関するものであり
、特に第１胴体と、該第１胴体で摺動移動後に第１胴体に対して所定角度折られて傾立で
きる第２胴体を具備する携帯端末機に適用されるスライドヒンジ機構及びこれを利用した
スライド式携帯端末機などのスライド式機器に関するものである。
【０００２】
　一般的に、“携帯端末機”とは、ＰＤＡ、携帯電話機、電子計算機、携帯ゲーム機、ノ
ートブック、電子手帳など個人が携帯しながら通信、ゲーム、インターネット、ＴＶ視聴
、計算などができる個人携帯端末機を言う。
【０００３】
　携帯端末機は胴体を開閉する作動方式によって、大きくは、スライド式とフォルダ式が
ある。このうち本発明はスライド式と係わるものである。
【背景技術】
【０００４】
　一般に、スライド式開閉方式を採用する携帯端末機は、ボタンが設置された第１胴体の
上に、ディスプレイが設置された第２胴体を相互に平行に接した状態で摺動させるように
なっている。このような携帯端末機で第２胴体を第１胴体上で平行に摺動させた後、スラ
イドした胴体が所定角度で傾立できるようにするためには、第１胴体と第２胴体の回転の
ための連結部品にトーションスプリングなどを設置して第１胴体に回転力を作用させなけ
ればならない。
【０００５】
　このような構造のスライド式携帯端末機では、第２胴体が第１胴体上で第１胴体と平行
に移動されるうちにも第２胴体と第２胴体の移動を案内する部分の間にヒンジスプリング
などによる回転トルク(torque)が作用して接触部相互間で相互に引掻きあう現象が生ずる
か、又は大きい摩擦力が生じて、これによってスライド部材の摺動移動が円滑ではなくな
ると考えられている。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明の目的は、スライド部材が摺動移動時にスライド部材とその案内部材との間に回
転トルクにより相互に引掻きあう現象や大きい摩擦力が発生することを予防し、スライド
部材の摺動動作を円滑にするようなスライドヒンジ器具を提供することである。
【０００７】
　本発明の他の目的は、第２胴体が第１胴体に沿って摺動移動時にスライド部材とその案
内部材との間に回転トルクにより相互に引掻きあう現象や大きい摩擦力が発生することを
予防して、スライド部材の摺動動作を円滑にするスライド式機器を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明によるスライドヒンジ器具は、係止部が形成されている連結部材と案内部が形成
されている案内部材が折畳み自在に連結し、弾性部材によって前記連結部材と前記案内部
材とが開く方向に弾性力を受けるヒンジ具と、前記案内部に結合して摺動移動可能で一端
にスイング作動部が形成しているスライド部材と、前記案内部材にもとの場所で回動自在
に設置されて回転角度によって前記係止部に引っ掛かるか、又は係止が解除されるときの
係止突起と前記スライド部材との移動位置によって前記スイング作動部において回動して
前記係止突起が前記係止部に引っ掛かった状態が解除されるようにするか、又は前記スイ
ング作動部から脱しながら逆回転して前記係止突起が前記係止部に引っ掛かるようにする
被スイング作動部を具備するスイング部材を含む構成を有する。
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【０００９】
　前記連結部材には、第１通孔が形成されて前記通孔の片側に前記係止部が形成されて、
前記案内部材には前記スイング部材が貫通して前記連結部材側に向かうことができる第２
通孔が形成されていて、前記連結部材と前記案内部材は、ヒンジ軸によって相互回動自在
に連結されて、前記連結部材と前記案内部材とは前記ヒンジ軸に設置されるヒンジスプリ
ングによってお互いに開かれる方向に弾性力を受けることが望ましい。
【００１０】
　前記スイング部材は前記スライド部材の一端が前記案内部材に到逹することにより、前
記被スイング作動部が前記スイング作動部に入って回動して前記係止突起が前記係止部に
引っ掛かった状態が解除されるような方法により、前記案内部材が前記連結部材に対して
開かれて、開いた状態の角度になる。前記開いた状態の角度で外力によって前記案内部材
が前記連結部材に対して畳まれた後、スライド部材が移動すると前記被スイング作動部が
前記スイング作動部から脱しながら逆回転して、前記係止突起が前記係止部に引っ掛かる
ような係止角度状態になって、前記案内部材が前記連結部材に対して畳まれた状態になる
ときに、前記スライド部材は前記ヒンジスプリングが作用させる力の影響を受けないで前
記案内部に沿って擦動できるように構成されたものが良い。
【００１１】
　前記案内部は、Ｔ溝の形態で形成されて、前記スイング部材は前記案内部材に対して垂
直の回転軸を中心にもとの場所で回動自在に設置されていて、前記スイング作動部は前記
案内部材に向けて突き出した前記スライド部材の側壁に形成されたものが望ましい。
【００１２】
　場合によっては、前記スイング部材は前記案内部材の底と平行な方向に前記案内部の底
に配置された回転軸を中心にもとの場所で回動自在に設置して、前記スイング作動部は前
記スライド部材の底面に形成しても良い。
【００１３】
　本発明によるスライド式機器は、第１胴体と、該第１胴体に水平に摺動移動可能で一端
に前記第１胴体に対して傾くように折ることができる第２胴体とを具備する機器において
、前記第１胴体に連結して係止部が形成されている連結部材と案内部が形成されている案
内部材が折畳み自在に連結して、弾性部材により前記連結部材と前記案内部材が開く方向
に弾性力を受けるヒンジ具と、前記第２胴体に連結されて前記案内部に結合されて摺動移
動可能で一端にスイング作動部が形成されているスライド部材と、前記案内部材にもとの
場所で回動自在に設置され、回転角度によって前記係止部に引っ掛かるか、又は係止が解
除される係止突起と、前記スライド部材の移動位置によって前記スイング作動部に入って
回動して前記係止突起が前記係止部に引っ掛かった状態が解除されるようにするか、又は
前記スイング作動部から脱しながら逆回転して前記係止突起が前記係止部に引っ掛かるよ
うにする被スイング作動部を具備するスイング部材を含む構成を有する。
【００１４】
　前記連結部材と前記案内部材とは、ヒンジ軸によって相互回動自在に連結して、前記連
結部材と前記案内部材は前記ヒンジ軸に設置されるヒンジスプリングによってお互いに開
く方向に弾性力を受ける。
【００１５】
　前記スイング部材は前記スライド部材の一端が前記案内部材に到逹することによって前
記被スイング作動部が前記スイング作動部に入って回動することによって前記係止突起が
前記係止部に引っ掛かった状態が解除されるようにして前記案内部材が前記連結部材に対
して開くようにする開いた状態の角度にあって、前記開いた状態の角度で外力によって前
記案内部材が前記連結部材に対して畳まれた後スライド部材が移動すると、前記被スイン
グ作動部が前記スイング作動部から脱しながら逆回転して前記係止突起が前記係止部に引
っ掛かる係止角度状態になるようにして、前記案内部材が前記連結部材に畳まれた状態に
あるようにして、前記スライド部材が前記ヒンジスプリングが作用させる力の影響を受け
ないで前記案内部に沿って擦動できるように構成したものが望ましい。
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【００１６】
　前記スライド部材は前記第２胴体と一体で形成しても良い。
【００１７】
　前記案内部をＴ溝の形態で形成して、前記スイング部材は前記案内部材に対して垂直の
回転軸を中心にもとの場所で回動自在に設置して、前記スイング作動部は前記案内部材に
向けて突き出した前記スライド部材の側壁に形成したものが望ましい。
【００１８】
　場合によっては、前記スイング部材を前記案内部材と平行な方向に配置した回転軸を中
心にもとの場所で回動自在に設置し、前記スイング作動部は前記スライド部材の底面に形
成しても良い。
【００１９】
　前記案内部材と前記第２胴体との間には、前記スライド部材の移動位置によって前記第
１胴体を第１方向又は第２方向に押すためのトーションスプリングを設置したものが良い
。
【００２０】
　前記ヒンジ具とスライド部材及び前記スイング部材を、一対が間隔を置いて設置したも
のが望ましい。
【００２１】
　本発明によるスライドヒンジ器具は、係止部とヒンジ部が形成されている胴体と、案内
部を具備して前記ヒンジ部に回動自在に設置され、前記胴体に折畳み自在に連結して弾性
部材によって前記胴体に対して開く方向に弾性力を受ける案内部材と、前記案内部に結合
されて摺動移動可能で一端にスイング作動部が形成されているスライド部材と、被スイン
グ作動部であって、前記案内部材にもとの場所で回動自在に設置されて、回転角度によっ
て前記係止部に引っ掛かるか、又は係止が解除されるときの係止突起と前記スライド部材
の移動位置によって前記スイング作動部に入って回動して前記係止突起が前記係止部に引
っ掛かった状態が解除されるようにするか、又は前記スイング作動部から脱しながら逆回
転して、前記係止突起が前記係止部に引っ掛かるようにする被スイング作動部を具備する
スイング部材を含む構成を有することができる。
【発明の効果】
【００２２】
　以上の説明で明らかなように本発明によるスライドヒンジ器具とこれを利用したスライ
ド式機器は、スライド部材が案内部に沿って移動するときに係止突起がヒンジスプリング
のトルクを吸収するから、案内部材とスライド部材との間にヒンジスプリングのトルクに
起因する相互に引っ掻き合う現象や大きい摩擦力の発生が予防され、スライド部材又はス
ライド部材の摺動移動が円滑になる。
【００２３】
　これによって本発明が適用されたスライド式機器では、摺動移動において作動感が優れ
、寿命が長く、故障を予防する。
【００２４】
　併せて、本発明によるスライドヒンジ器具とスライド式機器は、ＰＤＡ、携帯電話、ポ
ータブルゲーム機、電子手帳などの品質向上を支援する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２５】
　以下、添付された図面を参照して本発明の望ましい実施例を詳細に説明する。
【００２６】
　図１は、本発明によるスライドヒンジ器具の斜視図であり、図２は図１のスライドヒン
ジ器具の分解斜視図であり、図３は底面から見て示した図１のスライドヒンジ器具の分解
斜視図である。
【００２７】
　図１乃至図３には、本発明によるスライドヒンジ機構１００が図示されている。図示す
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たように、本発明によるスライドヒンジ機構１００は、連結部材１１０を具備する。この
連結部材１１０はＰＤＡや携帯電話機などのスライド式機器の第１胴体に連結されるもの
であり、多数の締結孔１１２を具備する。一端にヒンジ軸１３０を結合することができる
第１ヒンジ孔１１４が両側に間隔を置いて形成されていて、その間の中間部の上面にヒン
ジスプリング１４０の一端がかかることができるように溝１１６が形成されている。そし
て、連結部材１１０の他端付近に第１通孔１１７と係止部１１８とがそれぞれ形成されて
いる。第１通孔１１７は後述するスイング部材１５０の一部が通過できるようにし、また
一定範囲内での回動を許容するためのものであり、係止部１１８は回動したスイング部材
１５０の係止突起１５１が引っ掛かるようにして、連結部材１１０と案内部材１２０とが
畳まれた状態を維持するためのものである。
【００２８】
　本発明によるスライドヒンジ機構１００は、案内部材１２０を具備する。この案内部材
１２０には、ヒンジ軸１３０を挿入できる第２ヒンジ孔１２１が両側に間隔を置いて形成
されている。この案内部材１２０は、ヒンジ軸１３０を通じて連結部材１１０と折畳み自
在に連結するので、第２ヒンジ孔１２１の間の中央付近底面にヒンジスプリング１４０の
他端がかかる溝１２２を具備する。このような案内部材１２０には案内部１２４が形成さ
れている。この案内部１２４は、Ｔ溝の形態で形成されている。この案内部１２４の形状
を、多様に変更できることは容易に理解でき、場合によっては案内部１２４に案内される
部分とその形状を両方とも変更して構成することもできる。このような案内部材１２０の
第２ヒンジ孔１２１の反対側の他端付近に第２通孔１２６が形成されている。前記第２通
孔１２６は後から説明されるスイング部材１５０の一部が通過できるようにし、またスイ
ング部材１５０が一定範囲内での回動を許容するためのものである。このような案内部材
１２０の片側の端には、機器の胴体に動力を提供するためのトーションスプリングの一端
を連結するためのトーションスプリング連結具１２８が形成されている。
【００２９】
　本発明によるスライドヒンジ機構１００は、ヒンジ軸１３０とヒンジスプリング１４０
とを具備する。ヒンジ軸１３０は第１ヒンジ孔１１４と第２ヒンジ孔１２１に挿入されて
連結部材１１０と案内部材１２０とがヒンジ軸１３０を中心に折りたたむか、又は開くこ
とができるようにする。
【００３０】
　ヒンジスプリング１４０は、ヒンジ軸１３０に結合されて一端は連結部材１１０の溝１
１６にかかって、他端は案内部材１２０の溝１２２にかかって連結部材１１０と案内部材
１２０が開かれる方向にトルクを作用させる。
【００３１】
　上で説明した連結部材１１０、案内部材１２０及びヒンジ軸１３０は、結合された状態
でヒンジ具の役割をする。
【００３２】
　本発明によるスライドヒンジ機構１００は、スイング部材１５０を具備する。このスイ
ング部材１５０は案内部材１２０に設置されるものであり、案内部材１２０の表面に対し
て垂直である回転軸を中心にもとの場所で回動可能であり、第２通孔１２６を通過して、
第１通孔１１７に挿入されて末端が片側に折れて回転角度によって係止部１１８に引っ掛
かるか、又は係止が解除されるときの係止突起１５１とスライド部材１６０の移動位置に
よってスイング作動部１６２にかかって回動して係止突起１５１が係止部１１８に引っ掛
かった状態が解除されるようにするか、又はスイング作動部１６２から脱しながら逆回転
して係止突起１５１が係止部１１８に引っ掛かるようにする被スイング作動部１５３を具
備する。
【００３３】
　本発明によるスライドヒンジ機構１００は、スライド部材１６０を具備する。このスラ
イド部材１６０は案内部材１２０の案内部１２４に結合して摺動移動することで、スライ
ド式機器の第２胴体に連結する部分である。このスライド部材１６０は底面の両側端に沿
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って側壁１６４を形成して、各側壁１６４で外側に突起を構成して、案内部材１２０の案
内部１２４に結合された時に案内部材１２０の底面との間に隙間を形成することが望まし
い。図示するようにスライド部材１６０の片側の側壁にはスイング作動部１６２が形成さ
れている。このスイング作動部１６２はスイング部材１５０の被スイング作動部１５３が
かかってスイング部材１５０がスイング作動部１６２と合う位置でスイング部材１５０が
回動できるようにする役割をする。
【００３４】
　上のような構成要素らが図１に示すように結合された状態で、スイング部材１５０はス
ライド部材１６０の一端が案内部材１２０に到逹することで被スイング作動部１５３がス
イング作動部１６２にかかって回動し、従って、係止突起１５１が係止部１１８に引っ掛
かった状態が解除され、案内部材１２０が連結部材１１０に対して開かれた、開いた状態
の角度となる。開いた状態の角度において、外力によって案内部材１２０が連結部材１１
０に対して畳まれた後、スライド部材１６０が移動すると、被スイング作動部１５３がス
イング作動部１６２から脱しながら逆回転して係止突起１５１が係止部１１８に引っ掛か
る係止状態の角度になり、案内部材１２０が連結部材１１０に対して畳まれた状態にある
ときにヒンジスプリング１４０が作用させるトルクの影響を受けないで、スライド部材１
６０が案内部１２４に沿って擦動できるようにする。
【００３５】
　ここで、スイング作動部１６２は側面に突き出される突起１６２aと溝１６２bからなり
、スイング部材１５０が時計方向及び反時計方向にそれぞれ回転できるようにしているが
、場合によってはスプリングを追加してスイング部材１５０に一方向に力を加えるときに
、被スイング作動部１５３を短くして、突起１６２aだけでスイング作動部１６２を形成
することができる。
【００３６】
　図４は、図１の内部結合状態を示す部分破断斜視図であり、図５はスライド部材が開放
位置に移動した状態の部分破断斜視図であり、図６は図５の状態で案内部材とスライド部
材とが開いた状態の部分破断斜視図であり、図７は図４の背面図であり、図８は図５の背
面図であり、図９は図６のスライドヒンジ器具を立てた状態での側面図である。
【００３７】
　図４及び図７は、畳まれた状態を示したものであり、スライド部材１６０の一端が案内
部材１２０に結合されている。この状態でスイング部材１５０の被スイング作動部１５３
はスライド部材１６０の側壁１６４に接触して片側に回動し、これによってスイング部材
１５０の係止突起１５１は連結部材１１０の係止部１１８に引っ掛かった状態になる。
【００３８】
　スライド部材１６０を移動させて図５及び図８に示すようにスライド部材１６０の他端
が案内部材１２０に到逹すると、スイング部材１５０の被スイング作動部１５３がスイン
グ作動部１６２にかかって回動するようになる。これによってスイング部材１５０の係止
突起１５１は連結部材１１０の係止部１１８で離脱する方向に回動する。
【００３９】
　スイング部材１５０の被スイング作動部１５３がスイング作動部１６２にかかって時計
方向に完全に回動すれば、スイング部材１５０の係止突起１５１は連結部材１１０の係止
部１１８で完全に離脱し、これによって外力がない場合にヒンジスプリング１４０の力に
よって連結部材１１０と案内部材１２０は、図６及び図９に示すように開放され、スライ
ド部材１６０も案内部材１２０と共に連結部材１１０に対して開放される。
【００４０】
　図１０は、本発明によるスライド式機器の分解斜視図であり、図１１は図１０を底面か
ら見て示した分解斜視図である。
【００４１】
　図１０及び図１１に示すように、本発明によるスライド式機器２００は、第１胴体２１
０を具備する。前記第１胴体２１０は、ＰＤＡや携帯電話などスライド式機器の胴体部に
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該当し、入力キー及びボタンが主に設置される部分である。前記第１胴体２１０には、連
結部材１１０の連結のための連結溝２１２が間隔を置いて形成されている。連結部材１１
０はこの連結溝２１２にスクリュー２１４などを通じて結合される。
【００４２】
　本発明によるスライド式機器２００は、第２胴体２２０を具備する。第２胴体２２０は
主にＰＤＡや携帯電話などスライド式機器のディスプレイが設置される部分であり、その
底面にスライド部材１６０の固定のための装着溝２２２が間隔を置いて各々形成され、そ
の間にトーションスプリング２３０の設置のための凹部２２４が設けられている。スライ
ド部材１６０はスクリュー１６６などの締結部材を通じて、この装着溝２２２に装着され
る。
【００４３】
　スライド部材１６０は、第２胴体２２０に結合した状態で案内部材１２０の案内部１２
４に摺動移動自在に組立られる。場合によっては、スライド部材１６０を第２胴体２２０
の底面に一体化しても良い。
【００４４】
　望ましくは、本発明によるスライド式機器２００はトーションスプリング２３０を具備
する。このトーションスプリング２３０は、スライド部材１６０の移動位置によって前記
第２胴体２２０を第１方向又は第２方向に押すためのものである。このトーションスプリ
ング２３０の一端は案内部材１２０の端に形成したトーションスプリング連結具１２８に
回動自在に連結し、他端は第２胴体２２０の底面に、望ましくは以下に説明する支持板２
４０を通じて回動自在に連結する。支持板２４０を凹部２２４の底面に配置してトーショ
ンスプリング２３０の他端を支持すると共にトーションスプリング２３０の中間部位が下
方に突出しないように底面を支持する役割もする。
【００４５】
　この実施例ではスライドヒンジ器具を一対設置することを例示したが、場合によってス
ライドヒンジ器具は、１個又は３個以上設置しても良い。
【００４６】
　図１２は、本発明によるスライド式機器の閉じた状態を示す図であり、図１３は第２胴
体が移動した状態を示す図であり、図１４は第２胴体が傾立した状態を示す図である。
【００４７】
　図１２に示すように、第２胴体２２０が第１胴体２１０に対して閉じた状態では、スラ
イド部材１６０の上端が案内部材１２０に結合し、案内部材１２０のトーションスプリン
グ連結具１２８に連結したトーションスプリング２３０の一端が上側に向くように配置さ
れている。
【００４８】
　図１２の状態で第２胴体２２０を上方へ押し上げれば、第２胴体２２０に固定されたス
ライド部材１６０が案内部１２４の案内を受けて上側に移動し、これによって第２胴体２
２０も上方に移動して、図１３に示すようになる。図１２の状態で、図１３まで移動する
過程中には先述したスイング部材１５０の係止突起１５１が案内部材１２０の係止部１１
８に引っ掛かっているからスライド部材１６０は、ヒンジスプリング１４０のトルクに影
響を受けないで円滑に摺動移動する。
【００４９】
　図１２の状態で、トーションスプリング２３０は、第２胴体２２０に下方へ力を作用さ
せるから第２胴体２２０は下方に力を受けながら、遊びなしに最大限下方に移動された状
態になる。
【００５０】
　第２胴体２２０を中間程度まで押し上げれば、続いて、トーションスプリング２３０は
、その力の作用方向を変えて第２胴体２２０を押し上げる方に力を作用させる。
【００５１】
　第２胴体２２０が最大に上昇した時、先述したスイング部材１５０の被スイング作動部
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１５３がスイング作動部１６２にかかって、スイング部材１５０が回動しながら係止突起
１５１が係止部１１８から離脱して、これによってヒンジスプリング１４０のトルクによ
って案内部材１２０が連結部材１１０に対して開かれて、これによってスライド部材１６
０と第２胴体２２０も図１４に示すように開かれて、第２胴体２２０が第１胴体２１０に
対して傾くようになる。
【００５２】
　図１４の状態での使用中に再び閉じる場合には、第２胴体２２０を押して第１胴体２１
０と平行に横たえた後第２胴体２２０を下方へ少し引っ張ると、先述したスイング部材１
５０の被スイング作動部１５３がスイング作動部１１８から脱しながら初めとは反対方向
に回動して、これによって係止突起１５１が係止部１１８に引っ掛かるようになる。係止
突起１５１が係止部１１８に引っ掛かった後には、ヒンジスプリング１４０のトルクは係
止突起１５１で吸収されるので、スライド部材１６０はヒンジスプリング１４０のトルク
の影響を受けずに円滑に案内部１２４に従って摺動移動するようになる。
【００５３】
　図１５は、スイング部材とスイング作動部及び被スイング作動部の他の例を示した部分
断面図である。
【００５４】
　図１５に示すように場合によってスイング作動部１６２をスライド部材１６０の底部１
６３に形成して、スイング部材１５０を案内部材１２０の面と平行に案内部材１２０の底
１６３に設置した回転軸を中心に回動自在に設置して、係止突起１５１aが連結部材１１
０の係止部１１８aに引っ掛かるか、又は離脱するようにしても良い。他の事項は先述と
同様である。
【００５５】
　図１６は、本発明によるスライドヒンジ器具の他の実施例を示した分離斜視図である
【００５６】
　場合によっては、連結部材１１０と案内部材１２０に第１、第２通孔を形成しないで、
スイング部材１５０を案内部材１２０の末端付近に設置して、連結部材１１０の末端に係
止部１１８を形成して、スイング部材１５０の回動角度によって係止突起１５１が係止部
１１８に引っ掛かって畳まれた状態にあるか、又は離脱して案内部材１２０が連結部材１
１０に対して開かれるようにしても良い。
【００５７】
　また場合によっては、係止部１１８を案内部材１２０の上面の方に延ばして形成するこ
とができる。このようにする場合係止突起１５１の位置を図１６で示すように下方に長く
延ばした位置に形成しなくても良い。残りの事項は図１乃至図９を通じて先述したところ
のようである。
【００５８】
　図１７は、本発明の更に他の実施例を示したスライド式機器の分離斜視図である。場合
によっては、前記の実施例で説明した連結部材なしにスライド式機器２００の第１胴体２
１０などの胴体にヒンジ部２１５を一体で形成して、その片側に係止部２１６を形成して
、本発明を実装することもできる。この場合、ヒンジ軸１３０とヒンジスプリング１４０
を利用して、案内部材１２０をヒンジ部２１５に回動自在に設置しても良い。この他の事
項は先述と同様である。
【産業上の利用可能性】
【００５９】
　以上から明らかなように、本発明によるスライドヒンジ器具とこれを利用したスライド
式機器は、スライド部材が案内部に沿って移動するときには係止突起がヒンジスプリング
のトルクを吸収するから、ヒンジスプリングのトルクを原因とした、案内部材とスライド
部材との間で互いに引掻きあう現象や大きい摩擦力が生じる事がなく、スライド部材又は
スライド部材の摺動移動が円滑にすることができる。これによって本発明が適用されたス
ライド式機器は、摺動移動において、作動感に優れ、耐用年数が長く、故障が発生しにく
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くなる。併せて、本発明によるスライドヒンジ器具とスライド式機器は、ＰＤＡ、携帯電
話、ポータブルゲーム機、電子手帳などの品質向上を支援する。
【図面の簡単な説明】
【００６０】
【図１】本発明によるスライドヒンジ器具の斜視図である。
【図２】図１のスライドヒンジ器具の分解斜視図である。
【図３】底面から見て示した図１のスライドヒンジ器具の分解斜視図である。
【図４】図１の内部結合状態を可視化する部分破断斜視図である。
【図５】スライド部材が開放位置に移動した状態の部分破断斜視図である。
【図６】図５の状態で案内部材とスライド部材が開かれた状態の部分破断斜視図である。
【図７】図４の背面図である。
【図８】図５の背面図である。
【図９】図６のスライドヒンジ器具を止めた状態での側面図である。
【図１０】本発明によるスライド式機器の分解斜視図である。
【図１１】図１０を底面から見て示した分解斜視図である。
【図１２】本発明によるスライド式機器の閉じた状態の例示図である。
【図１３】第２胴体を移動した状態の例示図である。
【図１４】第２胴体を傾立した状態の例示図である。
【図１５】スイング部材とスイング作動部及び被スイング作動部の他の例を示した部分断
面図である。
【図１６】本発明によるスライドヒンジ器具の他の実施例を示した分離斜視図である。
【図１７】本発明のまた他の実施例を示したスライド式機器の分離斜視図である。
【符号の説明】
【００６１】
１００　スライドヒンジ機構
１１０　連結部材
１１８、２１６　係止部
１２０　案内部材
１２４　案内部
１３０　ヒンジ軸
１４０　ヒンジスプリング
１５０　スイング部材
１５１　係止突起
１５３　被スイング作動部
１６０　スライド部材
１６２　スイング作動部
２００　スライド式機器
２１０　第１胴体
２１５　ヒンジ部
２２０　第２胴体
２３０　トーションスプリング
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【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】

【図１５】
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【図１６】 【図１７】
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